






















































































Fig. 4. 2. 1  子どもの有無による男女賃金格差の違い（国際比較）
注 : 2007 〜 2010 年の諸資料に基づく OECD 事務局推計。子どもの定義は 16 歳未満。日
本は 2008 年値（テレビ報道）。国の並びは子ども無しの男女賃金ギャップの低い順。
資料 : OECD. 2013. Closing the Gender Gap: Act Now. 図 13.3 OECD 諸国を通じて母親である
ことは高くつく」
URL: http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/3352.html
Fig. 4. 2. 2  6 歳未満の子どもをもつ夫の家事・育児時
間（1 日当たり）
資料 : Euroset “How Europeans Spend Their Time 
Everyday Life of Women and Men”(2004), Bureau of 

















































































Fig. 4. 2. 4  アンケート結果分析：「『男は仕事、女は
家庭』という考え方に賛成ですか、反対ですか？」
性別回答比率
Fig. 4. 2. 5  アンケート結果：「男は仕事、女は家庭」
という考え方についてどう思いますか？



























































































































































































































































































































ロッパの旧石器研究の大家の方が、“Beyond the Bounds of History”(1949 年 ) と
いう専門書ではなくて、子供だとか、そういう人に向けて啓発本のような形で
書いた本の挿絵があります（Fig. 4.2.7）。これがなかなか面白くて、私はレディ













Fig. 4. 2. 7  Henri Breuil 氏による旧石器時代復元画（Breuil 1949 “Beyond the Bounds of History” より）
1814-2 ジェンダー教育と考古学
ています（同右）。狩りも男だけが行っていて、女性が「あなた行ってらっしゃ
い」というわけではなくて、一緒に狩りをしているシーンになっています。も
う少し、日本の考古学もいろんな冒険を、いろんな可能性を示していってもい
いのではないかな、と思ったりするわけです。
　ではこれから何をするべきか、ということですが、学術研究としてはデータ
に基づいたしっかりとした研究をしていくべきだ、と思います。その上で、現
代のジェンダーバイアスにとらわれない解釈をできるだけしていくということ
だと思います。というのは、一部こうした研究もありますが、昔は女性が大き
な権力を持っている、昔は女性の方が立場が上だったという証拠だけを探して
も、これはお互いにとっていいことはないわけです。しかも過去がそうだった
から今もそうあるべき、という言い方も論理的にできないので、過去はあくま
でも過去です。そこから何を読み取るべきかというのは、色々なありうる可能
性、そういうものを見ていくべきだと思います。過去が今のお手本にそのまま
なるわけではないです。現代のジェンダーのあり方というのが、太古から不変
だとか、だからこれからも変わらない、という認識を如何に突き崩していくか、
というところがポイントになってくるかな、と思います。
　そのために、効果的な情報発信というのをしていかないといけないと思いま
す。今、いくつか復元画とかジオラマについて触れましたが、個別の復元画を
批判するつもりは全くありません。それぞれはそれなりに素晴らしいものです
が、これから新しいものを作っていく時に、例えば戦略として、今の私たちの
ジェンダー観になじみやすい構図以外の、むしろ今の私たちのジェンダー観を
揺さぶるような展示というのも作って、昔はこうだった、ではなくて、どうだっ
たのでしょうか、と見る側にちょっと考えてもらうような展示の仕方というの
をもうちょっと、増やしていってもいいのではないかと思います。特に学生の
ような若い世代の人はなかなか博物館に行きません。行ったことがないという
人も、パラパラといます。すごく頑張っていい展示をしても、なかなか若者に
は伝わらない、という問題もあります。一番効果が大きいのは、インターネッ
トの情報だと思います。今、学生はほとんどスマートフォンを持っていて、い
つも何か調べています。
　2005 年くらいに安倍晋三さんがプロジェクトリーダーになって、「過激な性
教育・ジェンダーフリー教育実態調査プロジェクトチーム」というのを立ち上
げていて、今は大臣の山谷えり子さんが事務局長をやっています。そのウェブ
そのウェブサイト　現在は「過激な性教育・ジェ
ンダーフリー教育実態調査プロジェクトチーム」
のウェブサイトは確認できない。
182 松本　直子
サイトでジェンダーフリー教育がすごくはびこっていて、過激な性教育が行わ
れていると指摘していますが、過激な性教育と名指しで攻撃された養護学校の
事例は最高裁で判決が出て、プロジェクトチーム側が負けました。それは養護
学校の生徒は自分の身を守るために効果的な授業をしていたにもかかわらず、
それをむしろいやらしい目で見て、ポルノまがいだと言って取り上げた側の責
任が追求されているわけです。その頃は政府主導でジェンダーフリー教育は行
き過ぎている、危険だと言うウェブサイトがあって、ひとつそういうサイトが
あると、それに依拠した孫サイトが次々にできてきます。そうすると、学生に
今のジェンダーのあり方について、何かレポートを書きなさい、と言って彼ら
が「ジェンダー」で検索すると、その活動サイトが検索上位に出てくる。そう
すると、ジェンダーフリーは危険である、とか、男と女は本来ありうる姿があ
るのだから、とか書くレポートが増えてしまって閉口した時期があったのです
が、さすがにこのプロジェクトチームも解散して、安倍さんも女性が輝く社会
とか言っているので、今はちょっと鳴りを潜めています。
　良質なジェンダーの多様性やジェンダーの歴史、考古学的な情報というのが
学生や若い人が簡単にアクセスできるようなあり方を、もうちょっと考えた方
がいいかな、とも思っています。
